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令和８年度 第１回 関市流域治水協議会 開催概要

【開催概要】
日 時：令和８年６月４日（木） １３時５０分～１５時１０分
会 場：関市役所６階 ６－７会議室
出席者：＜委 員＞関市 市長公室長、産業経済部長、基盤整備部長、教育委員会事務局長

危機管理課長、農林課長、都市計画課長、土木課長、下水道課長、学校教育課長

＜オブザーバー＞中部地方整備局木曽川上流河川事務所 流域治水課長
岐阜県美濃土木事務所 河川砂防課長
岐阜県中濃農林事務所 農業振興課長、林業課長

議 事：（１）具体的対策取り組み及び進捗状況について
（２）第３次 新五流域総合治水対策プランにおける関市の取り組み
（３）オブザーバーの意見及び取り組み

（１）具体的対策取り組み及び進捗状況について
現在取り組んでいる具体的な流域治水対策について、取り組み内容や進捗状況を所管課より説明

①氾濫をできるだけ防ぐ減らす対策
・河道掘削（土木課） ・雨水貯留施設補助（土木課） ・田んぼダムの利活用（農林課、土木課）

②被害対象を減少させるための対策
・立地適正化計画の改定（都市計画課）

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
・内水ハザードマップの作成、公表（下水道課）
・デジタル版ハザードマップの作成（危機管理課） ・災害・避難カードの作成拡大（危機管理課）
・防災（流域治水）教育の実施（学校教育課）

（２）第３次 新五流域総合治水対策プランにおける関市の取り組み

・令和７年３月に改定した、「第３次 新五流域総合治水対策プラン」における、関市が現在取り組んでいる施策と、今後取り組みが

可能か検討する施策の情報共有

【議事内容】
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（３） オブザーバーの意見及び取り組み

〇木曽川上流河川事務所
・田んぼダム実施による効果の数値化や動画は良い事例である
・浚渫事業債については、引き続き事業展開していけると良い
•長良川 9.12豪雨災害50年 関連イベントの紹介
•木曽川上流水防協議会（岐阜ブロック）開催概要、取組事例の紹介

〇美濃土木事務所
•今川改修の進捗状況の説明
•津保川改修の進捗状況の説明

〇中濃農林事務所 農業振興課
•「田んぼダムを推進します！」として、田んぼダムの実証実験結果及び導入マニュアルについて説明
・県営圃場整備事業の実施時においても、積極的な導入を推進している
•多面的機能支払交付金の活用も提案

○中濃農林事務所 林業課
•森林整備について国や県の補助金、清流の国ぎふ森林・環境税及び森林環境譲与税で実施しているが、実施面積はわずか
•治山事業は保全対象などを考慮して実施


